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1. はじめに 

 人の認知特性を簡便かつ客観的に把握する

手法の確立は，事故における安全性の向上やヒ

ューマンエラーの低減の観点から重要な研究

課題である．先行研究では，点群に基づいて直

線を引く「直線描画タスク」において，引かれ

た直線の特定の指標が，個人の失敗傾向1)や自

動車運転における右折時のエラー2)といった実

用的な行動特性と関連することが報告されて

いる．これらの先行研究は，比較的簡便なタス

クを通じて，客観的な人の認知特性を把握でき

る可能性を示唆している．しかしながら，この

直線描画タスクが個人の認知活動のどの側面

を反映しているのか，その認知的メカニズムは

解明されていない．具体的には，描画特性が情

報処理スタイルに起因するのか，その認知要因

が不明である．そのため，本研究では直線描画

タスクにおける描画特性と，個人の情報処理ス

タイルとの関連を分析する．これにより，この

タスクが特定の認知スタイルの推定に有効で

あるかを検討し，直線描画タスクの妥当性を確

立することを目的とする． 

 

2. 関連研究 

2.1. 直線描画タスク 

直線描画タスクとは，7個の点で構成された

点群に基づいて適切だと考える線を引くタス

クを指す(Fig.1). 

 
Fig.1 実際にタスクを行っている様子 

 

2.2. 情報処理スタイル尺度 

本研究では，直線描画タスクにおける描画特

性と認知特性との関連性を，二重過程理論（引

用）（Dual Process Theory）3)に基づいて検討

する．二重過程理論とは，人が意思決定や認知

を行う際の情報処理様式を，並行して作動する

2つのシステムとして捉える理論である． 

・システム1（直観的・経験的システム）： 

 意識的な努力をほとんど必要としない，速く

自動的な直観的思考様式． 

・システム2（合理的・論理的システム）：  

意識的な注意と資源を必要とする，遅く熟慮的

な合理的思考様式． 

 以降，システム1を「直観性」，システム2を

「合理性」と表記する． 

本研究では, 情報処理スタイル質問紙とし

て，内藤らが作成した尺度の日本語版4)を使用

した．本質問紙は，直観性と合理性を，それぞ

れ「能力」と「態度」の側面から捉える4つの

下位尺度で構成されている． 

 

3. 実験方法及び分析方法 

3.1.  実験の概要 

 本実験には，健常な大学生および大学院生

16名（男性 10名，女性6名；平均年齢22.4歳，

標準偏差2.3）が参加した． 

 参加者には，実験用ソフトウェアを用いて作

成した異なる相関係数を持つ点群15種類を， 

1種類ずつ提示した．参加者には「適切だと考

える線を引いてください．」と指示し，マウス

操作により点群内に直線を1本描画してもらっ

た．全種類の点群の描画タスクを1セットとし，

計3セット（全45試行）実施した．セット間の

休憩時間は1分とした． 

すべての描画タスク終了後，参加者に対し情

報処理スタイル質問紙への回答を求めた． 
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3.2.  直線描画タスクによって得た直線の評

価方法 

直線描画タスクを通じて，描画された直線か

ら様々な特徴量 1)を取得した．実験結果で利用

する「端点までの距離の合計」は，点群に対し

て主成分分析を行い，第 1主成分の最大値と最

小値を端点と定義した． 

これらの指標は，3セットの平均値または標

準偏差の平均値を用いて分析した． 

 

3.3.  情報処理スタイル尺度の測定方法 

情報処理スタイル質問紙は合計38項目から

構成されており，参加者は各質問に対し，自身

の傾向にどの程度当てはまるかを「全くあては

まらない」，「あまりあてはまらない」，「ど

ちらでもない」，「少しあてはまる」，「非常

にあてはまる」を5段階 (1点から5点) の評価

尺度で回答した． 

 質問尺度は複数の下位尺度に分類されてお

り，参加者の回答は下位尺度ごと，具体的には

直観性と合理性をそれぞれ「能力」と「態度」

に分類して合計得点を集計した． 

 

3.4.  分析方法 

 情報処理スタイルが描画行動に与える影響

を検討するため，システム１および２のそれぞ

れについて，「能力」，「態度」，「合計点」

の計6つの尺度について，平均値を基準として

高得点群と低得点群に2分した．これら2群間

における各描画特徴量の平均値の差を検討す

るために，対応のないt 検定を実施した．検定

に際し，事前にF検定により分散の等質性を確

認し，等分散の場合は対応のないt 検定を，非

等分散の場合はウェルチの検定を実施した．統

計的な分析の有意水準は5%とした． 

 

4. 実験結果および考察 

情報処理スタイルの直観性（能力・態度・合

計点）および合理性（能力・態度・合計点）の

各尺度について，高得点群と低得点群における

様々な描画特性の差を検討した．この結果，端

点までの距離について，直観性の能力の得点が

低い群と高い群の2群間でのみ，平均に有意な

差が認められた（df=14,p=0.015）（Fig.2）．

この結果から，直観性の能力の得点が高い人は

低い人に比べて端点までの距離が短く，端点の

近くに直線を引いていることがわかる．直観性

の能力の得点が高い人は，点群に基づいて直線

を描画する際に点群全体に注意を向けるので

はなく，点群を構成する要素の１つである端点

に着目し，他の点をあまり重要視せず迅速に線

を引いている可能性が考えられる． 

 

 
Fig.2 直観性-能力の得点の違いによる 

端点までの距離の合計の違い 

 

5. まとめ 

 本研究は，二重過程理論に基づく認知特性と

直線描画タスクにおける線の引き方の関連性

を検証した．分析の結果，直観性-能力の得点と

端点との距離の合計の標準偏差との間で有意

な差が認められた．この結果から，直観性-能力

が高い人は点群を認識した際，すべての情報を

得るのではなく，点群を構成するのに重要な端

点を参考にして他の点をあまり重要視せず迅

速に線を引いている可能性が示唆される． 

 今後の課題としては，実験参加者を増やして

同様の結果が得られるかどうか検証すること

と，視線情報や描画時間といった指標を含めて

分析して，本研究結果の解釈が妥当であるか判

断する必要があると考える． 
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